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会 議 録 

会  議  名 平成２９年度第３回青少年問題協議会専門委員会 

事  務  局 

（担 当 課） 

児童青少年課 

開 催 日 時 平成３０年２月２日（金）午前１０時～午前１１時３８分 

開 催 場 所 小金井市市役所第２庁舎８０１会議室 

出

席

者 

委  員 高橋委員長、冨士道副委員長、佐野委員、黒須委員、大澤委員、櫻井委員、

古源委員、小山委員、羽田委員 

そ の 他 欠席：倉持委員、田原委員 

事 務 局 伏見児童青少年課長、田中児童青少年係長 

傍聴の可否 可 傍 聴 者 数     ０ 

傍聴の不可・一部不 

可の場合はその理由 

 

会 議 次 第 １ 開   会 

２ 議   題 

⑴ 専門委員会による調査、協議のテーマについて 

⑵ その他 

３ 閉   会 

主な発言の要

旨・会議結果 

「子どもの居場所に関するアンケート（案）」について事前送付された事

務局たたき台を元に、アンケートを作成、内容修正、内容を行った。内容

は「放課後の様子」「生活習慣全般」「インターネット」「放課後の生活での

希望・認識」の４つとし、自由記載２問を含む２１問とした。 

アンケートの実施方法については、①調査方法は前回アンケート調査同

様の抽出とし、時期は７月、子ども（小学生・中学生）・保護者同時に実施

する。②調査によって、保護者と子どもの認識の違いを調べ、青少年問題

協議会としてのメッセージを加えて、保護者に対して周知・啓発を行う。

③啓発はリーフレットの作成・配布により行う、の３点を、専門委員会で

作成した「アンケート（案）」と共に、３月開催の本体会議で専門委員長よ

り報告することとした。 

提 出 資 料  平成２９度第３回小金井市青少年問題協議会専門委員会 次第 

 「子どもの居場所」に関するアンケート案（事務局たたき台：中学生用） 

その他配付物 資料 前回、提案されたテーマとアンケート手法について 

伏見児童青少年

課長 

それでは、定刻になりましたので、ただいまから始めさせていただきま

す。皆さん、おはようございます。児童青少年課長、伏見でございます。

よろしくお願いいたします。本日はお忙しい中、また、お足元の悪い中、

青少年問題協議会専門委員会のほうにお集まりいただき、ありがとうござ

います。本日、ご欠席の連絡を田原委員、倉持委員からいただいておりま

す。それでは初めに、事務局から資料の説明させていただきます。 
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田中児童青少年

係長 

おはようございます。児童青少年係、田中です。議題に入ります前に、

本日の配付物の確認をさせていただきます。本日の次第が１部、それと前

回の皆様のご意見や類似アンケート等を参考にし、また、校長会や育成６

地区連合会からのご意見も一部反映させましたアンケートのたたき台の案

１部、以上でございます。 

校長会や健全育成からのご意見の部分につきましては、後々各委員のほ

うからご発言をいただく部分もあるかと存じますが、まずはたたき台とし

てご活用いただければということで、資料にしてございます。資料のご不

足等ございましたら、事務局までお申しつけください。よろしくお願いい

たします。 

高橋委員長 おはようございます。小金井市の高橋です。マスクをしていますが、イ

ンフルエンザにかかっているわけではありません。今、学校、学級閉鎖が

ピークでして、今週の頭から学校ではピークがきていまして、きのうぐら

いから落ちついてきたかなという感じですが、私たち教員側、風邪を引か

ないようにということで、防止の意味を込めてマスクをしています。また

学校のほうは雪の対応で、今年２回目になりますが、ばたばたしておりま

して、ただ子どもたちは通常どおり学校に登校していることで、本当によ

かったなと思っています。 

きょうは、またアンケートの内容について、皆さんと協議していくこと

になりますが、よろしくお願いします。では着座で進めさせていただきま

す。資料は大丈夫ですか。では、資料を見ながらということになります。 

まず、前回の会議ですが、今期の専門委員による調査、協議テーマの案

が、「子どもの居場所」ということになりまして、また、あわせて意見の多

かった子どもの夢ですね。これは例えば主体性や自己決定、子どもと大人

の関係、さらにＳＮＳ等への対策についてアンケートの設問中に一部含め

るということで対応することにいたしました。お手元にあるアンケートは

そのような構成になっております。 

また、アンケートは市内公立小中学校２校において、児童、小学校から、

小学校では４年生から６年生、生徒、中学校では１年生から３年生と、そ

の保護者を対象に各学年１クラスを抽出して実施することとなり、前回よ

りも１学年対象を増やすということになります。これも前回までの会議で

確認をしてきたところだと思います。 

ただし、アンケート用紙については、前回よりも対象数が増えています

ので、前回の残の用紙も使用しないと足りないということになりますので、

本日配付された事務局のたたき台と同じ用紙を使わざるを得ない、という

状況になりました。これもたしか前回、皆様に確認しました。 

事務局たたき台については、前回の皆様のご発言に、類似のアンケート

の項目、また、先ほど事務局から話がありましたが、校長会や青少年健全
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育成地区委員会の皆様からのいただいたご意見も取り入れられているとい

うことになります。 

まず、この後議論に移りますが、議論の前にアンケートの案を皆さんで

お読みいただければと思います。アンケートはございますよね。一応、ざ

っと見ていきますと、左端に項目が出ています。放課後の現状、生活習慣

全般、インターネット利用、放課後の生活での希望・確認、その項目ごと

に質問が出ています。では、このあと５分ぐらい時間をとりますので、皆

さん一度読んでいただければと思います。お願いします。 

（資料黙読 ５分） 

高橋委員長 ５分ほどたったのですが、一通りは見ていただきましたでしょうか。 

では、ちょっと確認することがありますので、話をしたいと思います。 

まず、このアンケートのとり方についてなんですが、今までも事務局の

ほうから話があったんですが、保護者と子どもに同じ質問をぶつけて差を

見る手法、これは前回までと同じ方法です。それで小学生、中学生、保護

者の３種類に展開する形でよいかということですが、いかがでしょうか、

まずアンケートのとり方です。前回と同じとり方でよろしいですか。はい。

では、そのとり方でいきたいと思います。 

それから、先ほど冒頭でも話をしましたが、前回協議した後、追加され

ている内容がありますので、その追加部分について説明をさせていただけ

ればと思います。 

では、初めに校長会のほうからでよろしいですか。では、校長会のほう

から出た意見について、私のほうで説明をいたします。このアンケートを

校長会で小学校と中学校１４校の校長先生で見ました。校長会として少し

こういうところがあるといいんじゃないかという案を出させていただい

て、事務局のほうで追加をしてもらいました。 

まず、１つ目なんですが、このアンケート項目の１２番のところになり

ます。今、子どもたちの状況を考えたときに、ネット関連の使用機器に関

する質問で、通信機能が実は携帯電話だけではなくて、携帯ゲーム機にも

ある、携帯ゲーム機で実はもう通信をしているという実態がありますので、

そのことから、ネットにつながるゲーム機というのを項目追加しています。

それがまず１つ目です。ネットにつながるゲーム機ということですね。 

それから２つ目ですが、これは２４番のところになります。同じく、外

で通信機能つきのゲーム機で遊ぶ子どもの実態調査ですね。児童館や図書

館、公民館、公園などを追加できないかという話がありまして、直接ゲー

ムありきの設問を入れるのは子どもの居場所というテーマですから、ちょ

っと設問上難しかったということで、事務局のほうと調整をしていただい

て、２４番のような質問にしています。 

それから、３つ目ですが、これは１８番になります。携帯、またスマホ
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を子どもに保護者が持たせる理由、メリットに関する考え方を問うという

質問を追加しています。携帯・スマホなどを持つメリットは何ですかとい

うようなことになります。これが校長会からの内容の追加、修正というと

ころになります。 

それでは、続きまして健全育成地区委員会のほうから出たご意見で追加、

修正した部分を佐野委員、お願いします。 

佐野委員 先日、健全育成６地区連合会の会合がありまして、そこで意見が出まし

た。子どもが学校にいるときは学校で安全が守れる、放課後は児童館とか

行って、そこにいれば安全を守れると。今の家庭は、割と親御さん、保護

者の方が働いている方が多いので、家に帰っても１人のときがある、そう

いうときに子どもの安全をどうやって守ったらいいのかを少し考えたほう

がいいという意見が出ました。今回、この子どもの居場所に関するアンケ

ートをとるので、その中に設問を設けていただいてアンケートをとってい

ただいたらどうかなということで、お話をさせていただきました。事務局

のほうで入れていただいたのは、番号ではどれですかね。 

田中児童青少年

係長 

２１番と２２番です。 

佐野委員 ２１と２２に関連して、今お話ししたような内容について、設けさせて

いただけたらどうか、提案をさせていただきたいと思います。ご検討よろ

しくお願いしたいと思います。 

高橋委員長 ありがとうございました。今のところが追加、修正部分の内容になりま

す。ここまでで何かご質問等ございますでしょうか。よろしいですか。ど

うぞ。 

冨士道副委員長 ８番なんですが、「あなたは悩みがあるとき、誰かに相談していますか」。

している、してないとなると、しているとなると、誰にしていると聞きた

くなるので、その場合、①家族、②友達、③その他、④してないというふ

うにされたらいかがでしょうか。 

高橋委員長 今、全体的な部分で、はい、どうぞ。 

冨士道委員 次に１点目は１番。「あなたが放課後、学校から帰ったとき、家に誰かい

ますか」というので、③の選択肢がわからないと書いてあるんですが、こ

れは予想されるその背景、回答というのはどういうことを予想されるんで

しょうか。家に帰った、あなたが帰ったときにいますかといってわからな

いというのはちょっと、よくわからないんですけど。本人が現認できない

状況があるのかどうかなのかなということなんです。自宅じゃないところ

に帰っているのかとか、いろんなことを考えてしまったんですが、一体帰

ったときに誰かいますかってわからないというのは、何を想定しているの

かちょっと、わかりません。もし必要であれば事務局からお答え願います。 
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田中児童青少年

係長 

 ここは、申しわけありません、ご指摘のとおりいる、いないということ

自体への認識がない、ということを想定して書いてしまっている選択肢で

ございまして。 

冨士道副委員長 まして、これ中学生ですから、中学生がいる、いないの認識がわからな

いって、ちょっと考えにくい。 

田中児童青少年

係長 

これは中学生用ですので、そうですね、設問として確かにおっしゃると

おりだと思います。 

高橋委員長 すいません。私のほうでちょっと説明が足りなかった部分もあるんです

が、一応、小学生、中学生、保護者ということで、文言の内容については、

子どもの発達段階、また保護者にあわせて質問の内容は変えるということ

で、先日、事務局のほうから話は聞いています。なので、今のようなご意

見をいただけると、中学生対象のときにはここの言い方はふさわしくない

な、というのがわかるんで、そういう貴重なご意見いただけるとありがた

いです。では、どうぞ。 

冨士道副委員長 １０番、１１番なんですが、１０番、「あなたは朝食を誰と食べています

か？」という質問で、選択肢で②友だち・知り合いと食べる、とあるんで

すね。これはおそらくあなたは、の前に、ふだんとか日常とか通常とかと

いうキーワードが隠れていると思うんです。普通、つまり日曜日とか特別

な日ではないときに朝御飯を友達・知り合いと食べるというのは、実際そ

んなにたくさん例があるのかどうか、その背景として予想とされることと

いうのは、どんなことなのかちょっとお聞きしたい。これを入れた背景を

教えてください。 

田中児童青少年

係長 

これはおっしゃられるとおり、家の外で食べるというような現象が起こ

っているかどうか、というところでの選択肢として入れさせていただいて

おります。 

冨士道副委員長 そうすると、その家庭では外で食べているということも当然あり得るわ

けだろうからということで、一応お聞きをしています。 

田中児童青少年

係長 

そうですね。ほぼ回答はないだろう、とは思うのですけれども、一応そ

ういったこともありえるということで、選択肢に入れさせていただいてい

る状態です。 

冨士道副委員長 もしそうであれば、まず家庭内という前提でくくるなら①、③、家族と

食べる、一人で食べる、その家庭の中で。次のジャンルとして、いわゆる

外でというジャンル分けをしたほうが選択しやすいのかなと思いました。

それから、当然１１番も同じで、夕食を友達と、知り合いと、普通毎日食

べているという、そうなのかとも思ったんですけれど、いろいろな家庭が

ありますから、どうしても家庭でつくらないから友達の家で食べてる、と

かってあるのかもしれないですし、そうなればやはりジャンルとしてまず
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家庭内①、③、そして、次は外でという②という分け方をしたほうがいい

のかなと思いました。次の項目に行ってよいですか。 

高橋委員長 では、次、お願いします。 

冨士道副委員長 １２番ですが、「あなたは下記の機器を利用していますか？」ということ

で、選びなさいとありますが、④していない、もしくは持っていない。こ

の場合は利用していますかという質問ですから、利用していないというこ

とを回答した場合には、逆にいうと、１３、１４、１５、１６までは必要

ない、回答する必要ないですよね。ですから、そこはそういう形で記載を

していただいたほうがいいのかなと思いました。となれば、当然１６の中

で④選択肢、携帯電話・スマートフォンを持っていないというところはな

くていい、済むわけです。上のほうで利用してないわけですから、ただ、

利用してないけど持っている、という場合もあるので、ということであれ

ば残してもいいんですが、つまり、そこまでの回答の予想をされているの

かどうかなんですね、ここは。 

田中児童青少年

係長 

インターネット関係につきましては、これは全質問をそのまま残させて

いただくということを想定していない状態で、たたき台のほうをつくって

ございます。そのために、順番的にちょっとおかしい部分が生じていると

いうところは、ご指摘のとおりだと思います。もし全問を残すのであれば、

ご指摘いただきましたとおりの形で組みかえたほうがいいと事務局として

も思います。 

冨士道副委員長 それから、最後ですが、先ほどご意見もお聞きをしたんですが、２１、

２２が非常に唐突というか、なぜここで突然地震の話が出てきたのかちょ

っと異質な感じがします。つまり、これは居場所の問題のアンケートをと

って、しかもここは最後、放課後の生活での希望・認識を聞いているのに、

突然ここで地震があったらどうするかというのは、ちょっと何か感じが違

うなと思っています。 

そうであれば、そういうような危機管理についての項目つくっておいた

上で、そういうルールを知ってますか、例えば居場所と関係するならどこ

へ逃げたらいいのか。児童館、公園、公民館、図書館、一時避難所、学校

とかそういう選択肢を設けるとか、つまりここで言っている質問している

地震での対応、避難所等が、避難場所とか安全確保という趣旨とこれはち

ょっとニュアンスが違ってきている、ずれ込んでる。したがって、アンケ

ートをとっても結果、データとしては、ずれてしまうので、分析としては

あまりいいものは出てこないと思うんですが、いかがでしょうか。 

田中児童青少年

係長 

はい。こちらについては、先ほどの青少年健全育成６地区連合会のほう

で出たご意見の前段から、再度ご説明をさせていただければ、と思います。

１月２１日に開催された青少年健全育成６地区連合会で、放課後１人で自

宅で過ごすお子さんについて、震災等の際の対策から抜け落ちているので
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はないか、というご発言がありまして、そこから議論が進みました。そこ

で、さらにアンケートが近く青少年問題協議会でもあるので、居場所とい

うところで、啓発のリーフレットの中に何かメッセージを載せられないか

という趣旨のお話があり、その場合に想定される質問を入れた関係で、お

っしゃられるとおり設問としては、ずれてしまっているという状態になっ

てございます。 

放課後の現状のほうの設問に関連して、こういったケースでお子さん一

人のときに何かあった場合にどういう対応をとるか、そういうことを親子

でお話をしていますか、というメッセージをリーフレットに今回載せるの

であれば、という趣旨での入れ込みでございますので、アンケートの項目

としては特に必要ないよ、ということであれば、それでよいのかなと事務

局としても考えてございます。 

冨士道副委員長 もし載せるのであれば、この項目を一番上の放課後の現状に置いて、あ

なたは放課後、家で１人でいたときに、というような補足をつけると、あ

まり違和感がないかなとは思いますけどね。 

田中児童青少年

係長 

はい。ありがとうございます。 

高橋委員長 以上ですか。はい。ありがとうございます。今、冨士道委員のほうから

話がありましたように、皆さんでこのアンケートの内容について、気がつ

いたところがありましたら協議をしていきたいと思います。 

前回の協議会でも出ていたんですが、この質問数上限が２５ということ

なんですが、今までは２０問程度でずっと進めてきてるんですよね。やっ

ぱり２５問ということになってくると、子どもたちなんかにしてみれば多

いのかな、大人も多いのかなと。２０問程度がいいのかなということにな

ると、今、冨士道委員のほうからあったように、ちょっと順番を変えたり、

精査をしていくということも必要なのかなと思っています。 

皆さんからその設問の数、それからあと、ジャンルの分け方、それから

あと、この質問の文言について見えたことなど、どんどんお聞きをいただ

ければと思います。 

きょうの段階でその質問の数ですとか取捨選択をして、２０問というこ

とであれば２０問程度に皆さんで絞れればいいのかなと思っております。 

次の方ありましたら、お願いします。 

佐野委員 先ほど設問の１０と１１で、友だち・知り合いと食べるという項目でご

意見がありましたが、これはきょうちょっと本を何冊か購入して、読んで

いただきたいとお渡ししたんですけど、本屋さんに冊数がこれしかなかっ

たもので。今、貧困ということで、要するに家でご飯を、食事がとれない

のでボランティアでやっていらっしゃるところに行ってご飯を食べる、そ

ういう子どもがだんだん増えているということが随分言われているので、
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小金井でそういうところがあって、そういうところに行っている子どもた

ちがいるのかなという、そういうことを私はアンケートでとるんじゃない

のかな、と捉えたんですけれども。 

そうすると、そこに食事がうまく十分にとれない子どもたちが来て、一

緒に食事をしているということではないかな、と捉えたんですが。なので、

小金井の現状は私、よくわからないんですけど。 

小山委員 店舗のフードコートには、それは夕飯なのかどうか、ちょっとわかりま

せんけども、たまにたむろしているというか一緒に食べている子たちが、

学生というのはいるというのは目撃したことありますけれども、夕方。そ

れは夕飯だったかどうかちょっとわからないですけれども、そういう子が

その設問の範囲の中に入るのかどうかちょっとわからないですけども、確

かにそんなような子は見たことはあります。 

櫻井委員 櫻井です。 

毎月第３水曜日の夕方、子ども食堂というのがございまして、ＮＰＯの「ま

た明日」で、子どもや親も一緒で、かなり盛況らしいです。お手伝いに行

っている方が友達にいるので。何かとっても子どもたちに喜ばれていると。

月１回ですけどね。 

冨士道副委員長 １つの問題としては、普段なのか月１回なのか、スペシャルなのかとな

ると、非常にこれ全体として困っちゃう子どももいると思います。もう１

つは、さっき申し上げたように、まず家庭内というジャンルで聞くのか、

外でというジャンルで聞くのか、という聞き方をしないと、混乱するかな、

という気がします。今、そういう形でのＮＰＯさんが増えていろいろなこ

とをやっているのは事実だと思います。本当はその中身を掘りあげたいん

ですけれど、ただ同時にこれは、非常に微妙な部分があるので、出すとき

封筒に入れて封緘して出させるべきだと思います。非常に扱いとしては、

問いたいけれども、どういうような配慮をして行うか、封筒入れて厳封し

て発するのか。そこはやっぱり配慮してあげないと、なかなかこれは人権

上の問題も出てくるのかなという危惧があります。 

高橋委員長 そうすると今アンケートの回収の仕方というところも出てきました。こ

れはまたちょっとアンケートの項目が絞れた段階でまた皆さんで考えてい

ただきたいなと思います。いかがでしょう。はい。黒須委員、どうぞ。 

黒須委員 放課後の現状と一番下にある放課後の生活での希望・認識、ここを分け

ないで続けて放課後は放課後でいったほうが、何かあれ質問がないと思っ

たら下に続きが出てきたりという感じ、印象があるので、その放課後は放

課後でまとめたほうがいいかなと思いました。 

それから、前回の話し合いのときに、夢とか自己実現とかそういうこと

もいいんじゃないかという話も出ていましたので、今回、それは全然ここ

の項目にはないと思うので、１月２０日でしたが、３小の学校公開に行っ
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たときに、４年生の授業で、二十歳のときの自分というのをみんなが発表

していたんですね。それってすごい自分は何をしたいのかとか、自分は将

来どんなふうに希望を持っているのかとか、そういうことをみんなの前で

発表するというのがすごくいい授業だなと思ったんですね。だから、何か

そういう項目をこのアンケートの中に取り入れられたらいいかなと思った

のと、あと、放課後子どもプランとかで今進められているので、各小学校

いろいろ取り組んでいると思いますので、そういうことについて子どもた

ちはどう思っているのかということも聞きたいなと思いますし、私は、中

学校でも絶対必要と思っていますので、もし学校内にそういうことが、そ

ういう場所が、緑中ですと放課後カフェですけども、そういう場所があっ

たらあなたは利用したいですかとか、そういう質問もあったらいいなと思

います。 

高橋委員長 今、黒須委員から３つ出てきましたけど、ちょっと事務局のほうにお聞

きしてもいいですか。まず、１つ目、放課後のカテゴリーの項目です。放

課後の現状と放課後の生活での希望・認識と、これは最初と最後で分かれ

ているじゃないですか。その辺の意図についてと、夢実現は、これはたし

か含んだ形でつくっていると思うので、あと放課後子どもプランというも

のをまた新たにちょっと加えたらということですが、いかがですかね、事

務局は。 

田中児童青少年

係長 

まず１点目、分けた理由といたしましては、基本的には放課後の生活で

の希望の部分については、どちらかというとその夢実現等、要望等の部分

について、ちょっとでも含まれているものとか、あとはそもそも、この会

議上ではお話が出てなくて、類似のほかのアンケートの設問から引っ張っ

てきたものを加えた形状になってございます。この中から取捨をしていた

だいて、上のほうに移していただくということも事務局としては想定した

組み方になってございます。結果、ちょっとわかりにくい形になっており

まして申しわけございません。 

次に、ちょっと回答が重複してしまうのですけれども、夢実現等のこと

についてのアンケートの中身ですが、２４と２５ぐらいしか自由記載とい

う形でお書きいただくしかないものなのかなと思ってございましたので、

そこに網羅してしまっているような形になってございます。具体的にどう

いうことを聞きたいか、というところで、もともとマークシートの形にな

っておりますので、細かい事業毎にそれぞれ挙げていくというような形で

回答をいただいたとしても、最終的にリーフレットにまとめたときに結果

を反映できないというところがございますので、そのような視点も含めて

アンケートをお考えいただけると事務局としては助かるなと思ってござい

ます。 

最後に、放課後子どもプランとの関係ということですが、そうすると放
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課後子どもプランがどういったものか、というところについてまで説明を

しなければならないという話に当然なってきます。この設問数で、プラス

説明までという形になりますと、学校の特定のクラスにお願いするアンケ

ートとして考えたとき、ちょっと現場の先生の負担が大き過ぎるんではな

いかな、という考えもございます。以上です。 

高橋委員長 ありがとうございました。黒須委員、よろしいですか。 

今のお話ですと、例えば放課後の現状と放課後の生活での希望・認識、

この２つのものを１つにしてしまって質問の流れをよくするとか、または

ちょっと質問数を減らす、なんていうことはできるのかもしれない、と思

ったんですけど。そのほか、いかがでしょうか。どうぞ。 

古源委員 古源です。６番の「あなたが『日中３時間以上、自由に過ごせる日』は

月に何日ありますか？」というのは、これは休日を想定した設問なのかな

と思っておりますが、ちょっと上が、この５番まで放課後の、ときている

中で、この日中という表現に変わったところでちょっと唐突感があるかな

と思うんです。休日、土日であれば、土日祝日のことであればそのように

明記していただけたらいいのかなと思いました。 

次に１４番の「あなたが携帯、スマホにのめり込んで以下のような悪影

響がありましたか？」という質問なんですけれども、この、のめり込んで

と悪影響という言葉で子どものほうはちょっと構えちゃうというか、いや、

私はのめり込んでもいないし、悪影響も受けていないというちょっと入っ

ちゃうと、中学生なんか特にだと思うんですけれども、もう少しこうした

らという代案はちょっと今思いつかないんですけれども、何か表現を少し

考えていただけたらいいかなと思いました。 

それから、中学生用、小学生用、保護者用という３種類、同じ設問でつ

くっていただけるということなんですけれども、次回の全体会のほうでア

ンケートが提示されるということなんですけれども、それ以前に私たちが

それぞれの小学校、中学校、保護者向けのそのアンケート用紙を見せてい

ただく機会があるのかなということを１つ、このアンケート作成の流れと

いうことで確認させていただきたいと思いました。 

自由筆記は非常に今までなくて、とてもいいのかなと思いました。そう

いう意味では、放課後の生活での希望についての、先ほど黒須委員から現

状とくっつけたらどうか、というお話があったのですけれども、私が思っ

たのは逆に、どうしたいですか、ということをここに書いたら、何とかし

てもらえるのかなというような、何かそういう子どもに期待感を持たせる

ような感じがして、これはこれでいいのかと思いました。そういう中では、

先ほど冨士道委員がおっしゃったような、２１、２２というのは少しここ

の、このブロックの思想としては内容的にはここではないのかな、という

印象を持ちました。以上です。 
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高橋委員長 ありがとうございます。皆さん、いかがですか、今の古源委員の。その

６番の「日中３時間以上、自由に過ごせる日は」というのは、これは事務

局のほうにお聞きしたほうがいいですかね。 

田中児童青少年

係長 

これは前回のアンケートと全く同じ質問でございまして、居場所とも係

わりがあるので差がどのように出るか、というところで入れたものでござ

います。 

高橋委員長 前回と同じですね。それと、２つ目、文言の修正になってくるのかなと

思うんですが、１４番。「スマホにのめり込んで以下のような悪影響があり

ましたか？」。ここは確かにちょっと文言を変えたほうがいいのかな。のめ

り込んでというのも、ちょっと言葉としてどうなのかなんて……。 

冨士道副委員長 上の言葉を使ってしまって、スマホを利用している中で以下のような影

響がどうだ、というふうにしてしまえばいいと思います。 

高橋委員長 そうですね。わかりやすいですね、すごく。じゃあ今の１４番のところ

はよろしいですかね、そういうような方向で。細かいところですけど、ス

マホとスマートフォン、これは言葉が２種類出てきているんで、その辺も

統一しておくといいのかなという気がします。 

それと、これは事務局に聞きますが、今日もんだ内容を反映したアンケ

ートを、全体会の前に事前は確認はできるのかということなんですが。 

田中児童青少年

係長 

基本的に事務局のほうでおつくりしたものを、３月初旬までに皆様に送

付させていただいて、ご確認いただくという流れになるかと思います。 

ただ、本日の議論の状況によりましては、そもそも本体会議に報告する

専門委員会案で中学生用のベースのみをお示しして、「４月、５月の専門委

員会で派生する小学生向け、保護者向けを作成します。」というご説明をさ

せていただく、ということもありえると思います。本日の進行度合いで、

どこまでの案を作成して事前に皆様にお示しできるか、というところも変

わってくるかと思います。 

高橋委員長 よろしいですか。皆様からありますか。では、先ほど出ていた２１番と

２２番ですが、ここは皆さんもいろいろお考えがおありではないかと思い

ますが、もしこれを入れるのであれば、放課後の現状に持っていったらい

いという冨士道委員の先ほど意見もありました。皆さんで確認をしていき

たいと思うのですが、いかがでしょう。 

それと、その放課後の現状と放課後の生活での希望・認識の場所、最初

と最後というのは、先ほど古源委員から、このままでもいいのではないか

という意見があったのですが、黒須委員はくっつけたほうがいいという話

で、その２つの部分について皆さんで確認しておきたいのですが、いかが

ですか。 
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佐野委員 健全育成から意見が出た内容で申しわけないのですが、２１、２２、そ

れから１番、要するに子どもが家に帰って誰もいなかった場合に、その子

どもをどうやって守るかということが大きな意見だったと思うので、「あな

たが放課後、学校から帰ったときに、家に誰かいますか？」ということで、

１つは解決するのではないかなと思います。自分しかいないときにどうい

うしますか、ということでやれば、設問が１つ減るという気がします。 

高橋委員長 いかがでしょう。そうすると２１番の質問が１番の質問と兼ねるという

ことになりますね。次に先ほど話がありました、何かあったときに家族で

どうするか話し合っていますか、という設問ですが、いかがですか。これ、

文言まである程度考えたほうがいいですか、それとも方向性だけで事務局

に考えてもらえますか。 

田中児童青少年

係長 

お示ししたたたき台の修正になりますので、文言まで会の中でご発言を

いただけると、事務局としては助かります。 

高橋委員長 それでは、１つずつやっていくしかないと思うのですが、２１番につい

ては、１番の質問の中に含まれるということでよろしいでしょうか。 

 （「はい」の声あり） 

高橋委員長 よろしいですか。では、２２番について、先ほど冨士道委員からもご意

見いただきました。 

冨士道副委員長 要するに、放課後の現状を知るという位置に置くのであれば、冒頭に「あ

なたが放課後１人でいたとき」という言葉をつければ、そこはすっと入る

と思います。つまり、あなたが放課後１人でいるときに、勉強なのか遊び

なのか何なのか、かつ、こういう危機管理も必要ですよ、という伝え方を

すれば、そんなに違和感はないのかなと思います。 

高橋委員長 では、２２番の質問については、放課後の現状の中に入れるということ

で、今言われた「あなたが放課後に」ということで、危機管理の視点を組

み込む、ということにしたいと思います。よろしいですか。 

小山委員 この表現、地震というのはどうされますか。 

高橋委員長 どうしましょう。地震というのを入れたほうがいいのか、それとも何か

あったときに、というようにまとめるのか。 

小山委員 地震と限定するか、いろいろな非常時とか緊急時とか、最近、世の中何

が起こるかわからないんで、想定したときに、自分で判断できるのか、家

族でどういう相談をしているかも含めて、地震と限定しないほうがいいの

かなという気がするんです。表現をどうしたらいいかはわからないですけ

ども。 
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冨士道副委員長 こういう場合は、例えば町が海岸沿いにある場合には津波というキーワ

ードが入りますし、山岳地帯であれば崖崩れもそうですし、いろいろな危

機管理の用語を入れるのですが、小金井の場合、入れ過ぎるとちょっと違

和感がある。例えばここで、津波と言われても、えっとなりますし、崖崩

れといっても、実際小金井の場合は幾つか大雨のときに指定される地域も

ありますが、一般的な裏山が崩れるなどは、あまり認識がない。だから、

地震など大きな災害という言葉にしてしまうといい、と思います。緊急時

というと、特に小学生だと緊急時って何なのかよくわからないし、中学生

でも緊急時って何の緊急時、例えばＪアラートでミサイル飛んで来たとい

うのも確かに緊急時ですから、そこまで書くのもまた違う問題になります。

地震以外にもう１つぐらいつけ加えると本当はいいですけれど、そういう

形で言葉を少し指定しながら、しかし、わざとぼやかしてイメージをつか

ませるほうが子どもは答えやすいのかな、という感じですね。 

高橋委員長 はい。どうですか。 

小山委員 地震など災害時に、とかですね。 

佐野委員 地震とか災害というと目に浮かぶものがあると思うんですけど、最近、

不審者とか、要するに知らない人が家に訪ねてきて、子どもが１人のとき

にどうするのかなというようなこともあります。災害のときは結構周りの

人のサポートもあるんじゃないかなという感じもするんで、子どもが１人

のときにどうするか、ということが重要じゃないかと。ほんとうに何が起

こってもおかしくない時代なので、特に子どもが１人でいるとき、私は不

審者というのが一番問題じゃないかなと思っているのですが。 

高橋委員長 はい。今、不審者というような話もありましたが、地震については、こ

れは健全育成のほうで出ていた話ですので、一度戻したいと思うのですが、

どうしましょう。地震など災害というようなキーワード、冨士道委員のほ

うから出してもらいました。まずは、そういうふうに表記するという形で

よろしいですか。「あなたが放課後、地震など大きな災害があったらどうす

るか、家族と話して決めていますか？」。そうすると、それを放課後の現状

のどこに持ってくるかということですよね。１番はそのままで、その２番

目に持ってくるか、２番目は活動、学習のことですね。３番目は誰と過ご

す、４番目がどこに遊びに行くという、どこに持っていったらいいですか

ね、皆さん。 

佐野委員 ２番目はどうですか。 

櫻井委員 ここの１番の３の選択肢、わからないというのが生きてきますよね。一

緒にしますとね。 

高橋委員長 ああ、なるほど。じゃあ今のお話で、地震など大きな災害の質問につい

ては、１番の次に入れるということでよろしいですか。 
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 （「はい」の声あり） 

高橋委員長 では２番に入れるということで。２１番、２５番の件もよろしいですよ

ね。あと、放課後の現状と放課後の生活の希望・確認のこの並びについて

ですが、これはこの形でよろしいですか、皆さん、何かお考えがあれば。

あえて離しているということで、いかがでしょう。 

黒須委員 はい。黒須ですけど、やっぱり回答するほう側の立場に立つと、何でま

たここで放課後の話に戻るのかなという印象を受けると思うんですけど。 

高橋委員長 放課後、生活習慣、インターネット、最後また放課後という、なぜ、ま

た放課後なのかなと。いかがですか、これは。先ほど古源委員のほうから

は、逆に最後に意見・希望的なことが書けるということでいいんじゃない

か、というご意見もありましたけれど。なかなか難しいですね。 

佐野委員 佐野です。別のところですが、先ほどご意見がありました、８の誰かに

相談というところは、親とか友達とかそういう、これはしているか、して

いないか、だけを知りたいという形ですか。それとも、悩みがあったとき

に相談をしている、相談をする人がいますか、いませんかというような設

問ですか。 

高橋委員長 今、放課後の現状と放課後の生活については、ちょっと詰まっているよ

うです保留して、先に８番のほうが出ましたので、８番のところ、いかが

ですか、皆さん。 

冨士道副委員長 ８番は、前のリーフレットでも同じような質問がなかったですか。もし

これも経年変化でとるならば、同じ質問でやらないと意味がないですよね。 

櫻井委員 前々回ですね。２６年のアンケートで。 

冨士道副委員長 確かありましたよね。 

櫻井委員 単なる「相談していますか」という設問でしたね。 

冨士道副委員長 誰に、という選択肢は。 

櫻井委員 選択肢はないですね。 

古源委員 誰に、というよりも、相談するかどうか。はい、いいえ、大体話す、わ

からない、という選択肢ですね。 

小山委員 小山です。設問を設定する意味で、誰に、というのはある程度あったほ

うがわかりやすいのかな、という気がするんですけれども。 

高橋委員長 いかがですか、皆さん。 

黒須委員 黒須です。前々回のリーフレットのまとめ方は、「ご家庭ではお子さんの

話を最後まで否定せずに聞いていますか」みたいなコメントでした。佐野

委員も言ったように、誰に相談するか、家族なのか知人、友人なのか、と

いうことまで聞けたら、またちょっと違う印象を与えるのかなと思います。 
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佐野委員 最初にご意見をいただいたのは冨士道先生で、たしかそれで。ＳＴＯＰ

ｉｔというアプリがあって、今度、健全育成の地区連合会の講演会でもや

るのですけど、これもちょっとこれと関係がありそうだなと思っています。 

高橋委員長 １７番ですか、アプリというのは、質問では。 

佐野委員 ８番と１７番ですね。 

冨士道副委員長 ８番については、選択肢４つを９で用意にするのがいいのか、その場合

は家族、次は友達、知人、３つ目は学校の先生、４、その他ぐらいの４択

で入れたらどうでしょう。 

高橋委員長 いかがですか。どうぞ、羽田委員。 

羽田委員 私もそういう形のほうがよいと思います。逆にいうと、例えば１８番の

「携帯・スマホなどを持つメリットは何だと思いますか？」は、例えばＳ

ＮＳでもいろいろ問題になっていて、悪いデメリットという影響だけでは

なく、逆にそういうものを通じて新たな人間関係を可能にして相談ができ

るといったようなこともあるので、それをクロス集計するってなかなか難

しいと思うんですけども、そういうこともちょっと見えてくるのかなとい

う気がします。そこは家族とか友人とか知人とか、何かそういう表現の中

に入れて考えた方がいいかなと。 

高橋委員長 ８番については、今、皆さんうなずかれていたので、選択肢を４つにす

る、家族、友人、知人、その他という形でよろしいですかね。 

 （「はい」の声あり） 

高橋委員長 はい。ありがとうございます。では、次、どうぞ。 

羽田委員 さっきの放課後の現状に戻るのですけれども、子どもの生活への希望と

かそういうのに関係するのをどうするか、ということですけども、私は放

課後の現状の後ろ、後段に移したほうが比較検討する上でわかりやすいか

な、という気がします。 

それと、例えば４番、「あなたは放課後、どこに遊びに行くことが多いで

すか？」とありますけど、友達の家へ行って勉強するとか、図書館行って

とか、いろいろあるんですけれども、じゃあ、２の学習塾とか習い事とか、

設問の中の子ども教室とかっていろいろありますけれども、そういうとこ

ろの関係、３番の設問の③、このあたりをどう整理したら、私自身がよく

わからないので、皆さんのご意見をお伺いできればと。 

高橋委員長 今、放課後の現状のところについて、皆さんのご意見をということでし

たが、これもう少し整理ができるんじゃないか、ということではないかな

と思うんですけど、いかがでしょう。冨士道委員、どうぞ。 
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冨士道副委員長 小学校、中学校の子どもたちにとっての表現というのは、やっぱり修文

が難しいんですね。例えば、小学生が部活はしませんし、中学生は遊ぶと

ころよりも実は塾の方が多いということを考えますと、本来であれば小・

中で分ける設問がいいかもしれません。一緒に聞くのであれば、もう活動

とか遊びって全部１つにして、過ごしていますか、過ごし方を聞く、その

中に遊びも入っていれば部活の、ちょうど２の設問がそうですね、遊びが

入っていますからね。 

その際、次は過ごし方、どこの場面なのか。これは居場所と言っていま

すから、どこの居場所、どこのプレイスで行っているんですかというよう

な、要するに内容ですよね。公園、児童館であったり、塾であったり、学

校という部分もあるでしょうし、友達というのもあるんでしょう。 

ですから、そういうカテゴリーでの設問の仕方を１回整理した上でやっ

たほうがいいのかなと思います。つまり細かくやっていくのか、過ごし方

とわざとぼかしながら設問の中で選択肢を決めていくのか、そこのチョイ

スだと思います。 

高橋委員長 はい。いかがですか、皆さん。今の冨士道委員の話を聞くと大分すっき

りするのかなという、「過ごし方」というところで整理をする。どうでしょ

うか。そうすると例えば整理をすると、冨士道委員、よろしいですか、ど

ういう形が。 

冨士道副委員長 例えば２のところはどんな活動、ですから、まずどのように過ごしてい

ますかというその過ごし方の項目を聞く、３つ目が誰と、という対人を聞

く、次はそのどこで、という場所を聞くというようなカテゴリーで聞いて

みるのはどうでしょうか。 

ただ、もう少し精密さを求めるならば、仮に遊びというのは２番で選ん

だ場合には、遊びの先がどこなのかということで選択肢を設けるとかとい

う形で、どんどん下位の質問へ持っていくと、もっと締まってきて、集計

したときにはわかりやすいデータが出るんです。ただ、あまりそれを始め

ますと学術論文の研究じゃないので、コメントのしようがなくなってくる

んです。いわゆるアンケートというのは、それは調査とか学問的研究のも

のではないので、そこであまり締めつけないけど、ぼやっとした中間値を

求めていかないと、集計上も大変なことになると思うんですね。 

高橋委員長 そうすると、今、冨士道委員のほうからありましたが、アンケートです

から、子どもたち、また保護者対象に、２番目のところで、対象がどこで

過ごしているか、３つ目のところで対象、対人ですね、誰と、４つ目のと

ころで場所という形で聞いていくというような構成にしていくということ

でいかがですか。よろしいですか。 

そうすると、まず１つ目が２番のところですよね。あなたが放課後とい

うところが、これがどこで過ごしていますかとかそういうような質問にな
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ってくるということですか。 

冨士道副委員長 どんな過ごし方をしていますか。どんなふうに時間を使っていますか、

と聞きたいですが、子どもにわかりやすく過ごし方をしていますかという

表現。次は誰と過ごしていますかということですよね。最後はどこで過ご

していますか。 

公民館で勉強やっているわけですし、図書館で遊ぶというのはよくない

でしょうけど、でも、児童館で勉強やっても構わないし、児童館で遊んで

も構いませんよね。いろいろな使い方があっていい。ただ、それをあまり

細かくジャンル別にやっていくとかえって大変、苦しくなってしまうので、

ただ、児童館ではどういうジャンルのパーセンテージで使っている子が多

いのかとか、そういう重要な設問をつくってやるとまた見えてきますね。 

今回はそういうことが主のものではないので、それを混在すると、あま

りにも広くなってしまいますから、ある程度、私たちがこういうことを知

りたいんだということを絞り込んだものをやっていかないと。 

設問は１００も２００もつくるのが本当はいいんですが、それは不可能

ですから。 

高橋委員長 今ので、すっきり、持ちましたね。そうすると２番、３番、４番のアン

ケートの文言が変わってくるということになりますね。 

佐野委員 そうなってくると、４番、自宅というのは入れたいですよね。 

高橋委員長 どこで過ごしていますかというところで、自宅ですね。そうですね。古

源委員。 

古源委員 古源です。先ほどの現状のところの構成で、今の流れをあてはめて考え

ると、２番のあなたは放課後、どのように過ごしていますかというのを、

１番にしていくのはどうかと思うんですね。というのは、１番のお家に誰

かいますかと、１人でいるときに何かあったら、というのを離せないとい

うのはもちろんなんですけれども、それを一緒にしておくとすると、１番

が誰かお家にいますかでいきなり危機管理となっちゃうのはどうかなと思

うので、何をどこでどのように、誰とどこでしていますか、お家には誰か

いますか、危機管理という流れはいかがかなと思いました。 

高橋委員長 いかがですか。いまのお話の形のほうが、答える側にとっては順々に答

えやすいなという気がしますが。よろしいですか。 

 （「はい」の声あり） 

高橋委員長 はい。では、古源委員が言われたように順番変えていくということにし

たいと思います。そうすると、放課後の現状のところについては、皆さん、

よろしいですかね。事務局のほうで、今の内容で修正をつくれそうですか、

放課後の現状については。 

田中児童青少年

係長 

はい。ありがとうございます。 
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高橋委員長 そのほかのところでいかがでしょう。最初に言いましたが、質問を２０

問程度にするとベストではないかということで、まだ削れているのは１つ

です。質問を絞っていく、取捨選択していくというところでいうと、ダブ

っているものもあるんじゃないかと先ほどご意見もありましたが。 

冨士道副委員長 例えば９番の「あなたは一人で買い物に行くことがありますか？」とい

うのは、何を聞きたいのか、私はよくわからない。１人で行くことがいい

のかいけないのか、という価値観を聞いているのか。ただ、小学生だった

ら、低学年は親と行くのは当たり前でしょうけど、中学生が親と手をつな

いで買い物に行くのか。もうわかり切っていることを聞くのは意味がない

のかなと思います。 

商圏、つまりエリアを聞きたいんだったら、どこまで買い物行くかとい

う、商売やる上でですよ。吉祥寺なのか立川なのかと聞くのは大変これは

有用ですけど、このアンケートはそれを聞く商売に使うアンケートではあ

りませんので、果たして１人で買い物に行く、行かないとか、回数を聞く

というのは何のメリットがあるのかちょっとわからない。いかがでしょう

か。 

高橋委員長 これはどういう経緯で入ったのでしたか。 

古源委員 古源です。確か、前段で食事のことが出てくるので、１人で買い物に行

って、帰ってきて１人で食べるという構図の確認の意図と、あとは先生お

っしゃったみたいに、盛り場、そういうところに１人で行きますか、とい

う意図だったかなと思います。ただ、どちらにしてもはっきりしないです

よね。 

冨士道副委員長 趣旨がよくわからないですね。 

高橋委員長 そしたら９番は思い切って削除ということでよろしいですかね。 

 （「はい」の声あり） 

高橋委員長 はい。そうすると２つなくなりましたか。同じような見方をしていった

ときにいかがですか。関連がよくわからないなとか、このアンケートに趣

旨に沿っていないんじゃないか、とか。どうぞ。 

古源委員 すいません、古源です。ちょっと戻るんですけれども、８番の先ほどの

悩みがあるときに誰かに相談していますか、というのは、している、して

いない、の設問を残さずに、４択にするということですか。 

高橋委員長 先ほどは４択でした。 

古源委員 していない、も残すんですか。 

高橋委員長 そこは確認していませんでしたね。 
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古源委員 前々回のリーフレット、ご家庭の教育力の分析で、子どもが誰にも相談

をしていませんという割合が１７％で、保護者のほうで相談をしていませ

ん、されていませんというのが２.８％というところで、多分そこを中心に

聞いていたようですね。そのコメントで、ご家庭でお子さんの話を最後ま

で否定せずに聞いていますか、というものを発信していますので、してい

ないというのを残したほうがいいのかなと思いました。 

冨士道副委員長 それはもう選択肢として誰にというのは挙げておく、最後にしていない

というのを受ければいいかなと思います。まず友達・知人とか、親、家族、

学校の先生、その他、最後にしていない。 

高橋委員長 そういうことですね。事務局、可能ですか。 

田中児童青少年

係長 

今の状況だと５択ですので、どこかを合わせていただいて。 

高橋委員長 元は家族、友人、知人、その他だった。４択に加えて、していないとい

う話が入ってきましたから、そうするとどういうふうに組むか。 

冨士道副委員長 その他というのは知人でもない、友人でもない。近所のおじさん、おば

さん、それと他には。 

小山委員 私が一番思い浮かんだのがＳＮＳの匿名の相談。 

冨士道副委員長 それですよね。 

高橋委員長 どうしましょう。問題数を増やせば、すっきりいくんでしょうけど、増

えてしまうと、ということもあります。 

冨士道副委員長 例えば１９番、誰と過ごしたいと思っているかと。実際、今、誰と過ご

していますかという事実を聞いて、さらに希望を聞く必要性はあるのか、

と思ったんです。つまり、子どもたちは過ごしたいと思っているからその

人たちと過ごしているんじゃないか。希望と現実と違うというその乖離を

調査したいならばそれでまたやる方法、手法はありますけど、少しでも減

らしたいのであれば、あんまり必要ないものは削ったほうがいいかな、と

思います。 

高橋委員長 これ、確か入ったのは、先ほど冨士道委員が言われた乖離を見るという

ところで入ったのかなという気はしたんですが、質問の数も限られていま

すし、何を優先するかとなったときに、これが必要かという話になります

ね、そうすると。１９番は削除してしまいますか、それで。 

冨士道副委員長 だから、３番と１９番をきちんとした乖離を見たい、クロスをかけてど

うしたいのかとか、そこまで分析をする必要があるかどうかなんです。つ

まり通常、現状は友達と過ごしているんだけれど、本音はぜひ家族と過ご

したいと思っているような答えが出てきたら、それはそれでまた私は   

必要だと思うんです。そこをとるというんであれば。子どもたちって本音

は思っているんです。もっと家族で過ごしませんというコメントを書ける
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んです。ただ、あんまり差が出てこないとすると、意味なくなってしまい

ますけど。過ごしたいと思っているから、友達と過ごしていますよって、

内心は言えないんですけど。 

佐野委員 ちょっと話戻して申しわけないんですけども、８番ですね。これ、選択

をする項目が多いとだめだということなんですか。 

高橋委員長 ８番ですね。５択になってしまいますから。マークシートが４択ですか

ら。 

佐野委員 なるほど。そうすると誰かに相談していますか、家族、友人、学校の先

生、していない、とかというんじゃまずいんですか。 

小山委員 ですから、さきほどＳＮＳの問題があるのかなという。 

佐野委員 その他も入れると。 

小山委員 すいません、１７番の関係で何か整理ができないかな、というような気

がするんですけども。１７のその「『匿名でなやみ相談やいじめ等の目撃報

告ができるアプリ』について、あなたの考えに近いのは？」という、ここ

で何か悩みの相談という表現がありましたよね。この辺は整理できないか

なと思ったんですけども。 

冨士道副委員長 これ、１７に入った経緯って何ですか？ 

田中児童青少年

係長 

はい。これは単純に１８番のメリット、デメリットというところで、ど

ういったものがあるかという認識がどうか、というところの一例として入

れているだけです。１８番の派生でお考えいただいたほうが。 

冨士道副委員長 １７番はなくていいなと思います。こういうアプリってどうなんですか

って聞くのであれば、アプリについてきちんと説明を書かないとだめだと

思います。メリット、デメリット、こういうのがあるんですが、あなたは

どう思いますか、ではないので、目撃報告ができるアプリって読んだだけ

でよくわからない。必要があるかないかという価値を聞くのはあんまり意

味がないなと思っているんです。 

高橋委員長 そうすると１７番はどうしましょう、削除しますか。例えば１７番をな

くして、その前後の、前のところから１５、１６、１８と聞いていると、

答える側はそんな違和感はない気はします。 

冨士道副委員長 １７を消すかわりに、先ほどの８番はしている、していない。している

場合には、という選択肢を次に入れておけばいいのかなと。その他、ＳＮ

Ｓも含めて、全然関係ない第三者に相談しているのがこんなにあった、と

いうのが出てくるとまたこれは１つの大きな課題になります。課題なのか

どうかわかりませんけど。実態としてわかりませんから。 

高橋委員長 １７番については今のお話で削除して、８番をしている、していないの

ところで追加するということですか。 
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冨士道副委員長 選択肢をもう１つ作って、していますかという質問、している人につい

ては、誰に、という質問。 

高橋委員長 よろしいでしょうか。では、もう１回８番、皆さんでちょっと確認しま

しょうか。そうすると８番です。あなたは悩みがあるとき、誰に相談して

いますか、している、していない。している場合、誰にということで、さ

っき出ていた家族、友達、それから先生、その他。 

黒須委員 すみません、黒須です。その他の中に括弧つけて先生も書けるような感

じで、ＳＮＳとか先生もその他の中に書ける形で４問にする、丸を４つに

するという方法もあるんじゃないかなと思うんですけど。多分、悩みがあ

ったときに、先生に相談しようと思う子って今、少ないんじゃないかなと

か思って。（笑）まず、友達じゃないかなって何か思うんですよね。先生が

何を解決してくれるんだってまず思っちゃうと思うんですけど。 

小山委員 親と先生、どっちが高いか見たいな。両方残せると。 

黒須委員 両方残せるとね。 

小山委員 残せると、親と先生どっちに子どもたちが信頼しているのかというのは

見えてくる。 

黒須委員 見える。そういうことにもなりますね。 

高橋委員長 そうすると、その他というところでいいですか、最後は、４つ目は。よ

ろしいですか。 

 （「はい」の声あり） 

高橋委員長 小学生、中学生、保護者の方と書き方は変わっちゃうと思いますが、そ

の４つということでよろしいでしょうか。 

 （「はい」の声あり） 

高橋委員長 わかりました。そうすると、これ、削除が、１７番が削除になりました

ので、これで削除３つということ、３つ削除したことになります。 

黒須委員 黒須ですけど、その現状、現実に今、自分の周りでいじめが起きていた

り、何かあったときに、こういうリーフにＱＲコードとかがついていたら、

そこにすぐ自分は連絡ができるみたいな、何かそういうものがあったらす

ごい子どもたちほっとするところもあるんじゃないかなと思います。この

質問自体の形はちょっと違う、ずれているかもしれないんですけれども、

何かそういう悩みを持っている子が、すぐにそういう相談できるみたいな

そういう窓口があったらいいなと思うので、何かこの質問の形を変えてつ

なげる、連絡場所にすぐにつなげるようなアプリじゃなくても、ＱＲコー

ドみたいなのをこのリーフにつけられたらいいなと思うんですけど。 

高橋委員長 リーフ作成時に紙面の中にそういう相談先につながるようなものがある

といい、というご意見ですね。 
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黒須委員 はい。こんなので、こういう質問、現実に今、自分の周りにあるいじめ

とか何かそういう子どもたちの間で問題のことで悩んでいる子どもたち

が、ここから少しでも解決の方向に進むようなものがあっても、と思いま

す。 

冨士道副委員長 リーフレットの中にＱＲコードを入れて、そういうコードがホームペー

ジですぐぱっと飛んでいける、スマホならぱっとあければすぐ飛んでいき

ますので、そういう形のものを入れていく必要はあるかもしれないですね。 

黒須委員 一応、子どもたちにはいじめの相談窓口みたいなちっちゃい名刺サイズ

のやつは配られてはいるので、そこに連絡すればいいようにはなってはい

るんですけど、ただ、いつもすごい小さいなと思っているんです。小さい

からわかりやすいというのもあるかもしれませんが、ちっちゃいので、逆

にどこに行っちゃったかわかんない、というのはあります。毎年１回か２

回ぐらい、子どもたちには配られているみたいですが。 

高橋委員長 でも、そういう配られているものもあるけど、あとプラス、黒須委員の

ほうとしては、このせっかく冊子をつくるんだったらその冊子の中にそう

いうバーコードみたいなのも入れられないかというお話ですかね。事務局

に聞いてみないとわからないですが、そういうことは可能でしょうか。紙

面の掲載上は。 

田中児童青少年

係長 

はい。それは可能です。 

高橋委員長 じゃあ、それも入れるということで。 

次に、先ほど冨士道委員のほうからありました、１９番、これをどうす

るかということなんですが。 

冨士道副委員長 要は、現状としては誰と過ごしていますかということと、そういう希望、

期待みたいなことを載せるかどうかですよね。 

黒須委員 項目を減らすのであれば、カットしていいんじゃないですか。 

高橋委員長 私も、ここはカットしてもいいかなと思っていたんですが。よろしいで

すか、じゃあ、削除ということで。 

 （「はい」の声あり） 

高橋委員長 ありがとうございます。そうすると、２１問。やっぱり中途半端なんで

すかね。事務局にお聞きしたいんですが、設問の数として。 

田中児童青少年

係長 

質問数は大丈夫です。ただ、４項目削らせていただいた上で、１項目プ

ラスになっていますんで、２２問ということになっています。 

高橋委員長 質問として削れるようなところが皆さんで今まで話した中ではなさそう

ですので。じゃあ、今２２問ということなんですが、あと全体的に見て何

かお気づきのところとかありますか。 
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小山委員 質問ですが、２３番の「放課後、児童館や図書館、公民館を何時まで使

いたいですか？」ってありますけども、何か例えば集会室を申請して借り

る場合もありますよね。この質問の使うは、どのレベルで言っているんで

すか。よくわからないんですけども。 

高橋委員長 いいですか、事務局。 

田中児童青少年

係長 

はい。あくまでもこのアンケートといたしましては、居場所という位置

づけでございますので、滞在できる時間、ということでの聞き方になって

ございます。 

高橋委員長 よろしいですか、これで。そのほかいかがでしょうか。古源委員、どう

ぞ。 

古源委員 今、小山委員がおっしゃったみたいに、公民館などを何時まで使いたい

ですか、という中で、小学生は帰宅しなくちゃいけない時間が出てくると

思うので、そことの兼ね合いで小学生向けはちょっと違ってきますか、質

問が。 

高橋委員長 どうでしょう、事務局のほうは。 

田中児童青少年

係長 

設問といたしまして、選択肢からどこを削るということでご指定いただ

ければ削れるかなと考えてございます。 

高橋委員長 逆にある程度そういう方向、こちらで示さないといけない、示したほう

がいいということですね。そうすると、今、古源委員が言われたように、

小学生対象のものであれば小学生用のその時間というような表記の仕方に

変わってくるということですよね。そこは事務局の方でお願いします。 

古源委員 はい。それと、使いたいですか、使えたらいいと思いますか。細かいこ

となんですが。 

高橋委員長 皆さんどちらのほうがしっくりいきそうですか。表現でいったら使えた

らいいか、ですね。 

ただ、正直言うとこの設問が必要かどうかというのは疑問なんです。夜

８時まで晩御飯食べないで、というのは違うんじゃないか、居場所はお家

じゃないですか、と本当は校長としては言いたいんですけど。今、現状と

しては確かにいろいろな働いていらっしゃる方がいて、その影響で子ども

が外にいることって本当にいいのだろうか、とか、じゃあ希望があれば夜

１０時までとかも認めるのかどうか、とか。それは防犯だとか健全育成条

例とかを含めていろいろなものとの関係になりますし、補導の基準は警察

で決まっていますから。しかし、こういう形で何時までいたいのと聞くと

いうのは、私はちょっと悲しいなという気がしているんですけれども。こ

れは感想です。 
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大澤委員 すいません、大澤です。今、４時半になるとチャイムとか鳴るじゃない

ですか。例えば使いたいですとかになった場合に、その時間を過ぎてもそ

この場所にいていいということになってしまう。今現在使えるわけじゃな

いですけれども、なっていってしまうんでしょうか。 

高橋委員長 このアンケートは、結果で使っていいとかそういう方向に、というもの

ではないです。あくまでも意識、子どもの対象者の意識を知るという目的

ですから。ただ、今、言われたようなことで期待感を持たせてしまうとか

そういうところはあるのかなという気はしています。学校側の立場から言

えば、もう一度ちょっと２３番について皆さんで考えたいんですけれど、

削除もあるのかなと。いかがですか。 

小山委員 図書館は中学生が使えると便利な気がするんですけどね。 

大澤委員 ただ実際、図書館にそんなに中学生がいるのかどうか、わからないのが

ありまして、何か資料を調べるときも、今は基本、図書館に行って何かを

探してというよりもインターネットで調べて、ある程度アドレスとかも指

定されて、ここのやつを見て調べてきなさいというのが、すごく多いので、

うちの子どもたちを見ていても図書館に行くということがほとんどないの

が現状なんです。もうちょっと行って勉強とかしてほしいという思いはあ

るんですけれども。実際問題として何か家でできることがすごく多くなっ

てきてしまっているんで、図書館に行くのかなというのはちょっと……。 

小山委員 昔は夏場にエアコンが家庭にないから図書館に行って勉強、とかいまし

たけどね。 

古源委員 １人の中学生が、お友達と勉強したいとかいった場合の居場所がないと

いうものがここに反映されてくるのかな、と思うんですけれども、実際問

題、公民館にフリースペースがありますよね、ロビー。あそこには早い時

間に小学生、それからちょっと遅い時間に中学生がいる。昼間、高齢者が

いる場所に夕方以降、子どもたちがいるという姿はありますので、そうい

う意味でも、何時までというのはちょっと問題だと思うんですけれども、

やっぱり子どもたちが何かをする場所を求めているのかなということはあ

ります。それをどうやってすくい上げるのか、という質問になっていくの

かなという気がします。 

冨士道副委員長 それで見ていけば２０番がそうですよね。 

古源委員 そうですね。 

冨士道副委員長 そこで酌み取れるんであれば２３、つまり時間設定を聞く必要があるか

どうか。場所だけであれば２０番でいいでしょう、という話になるんじゃ

ないかと思うんですが。 

古源委員 ２４番に自由筆記で書くほうがいいかもしれませんね。 
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高橋委員長 これは２４番が要望で入ったから、その前振りとして２３番が入ってき

たとか、そういうことですか、事務局。 

田中児童青少年

係長 

そうですね、２４番が後から追加になっていますので。 

高橋委員長 そうですよね、校長会からの要望でその前振りで入ってきたのかなとい

う気がすごくしていたものですから。そうするとでも２３番についてはあ

えてこの質問で時間を聞く必要は、皆さんの意見を聞いているとないのか

なと、そういうことでよろしいですか。 

 （「はい」の声あり） 

高橋委員長 では２３についてはなしということで。アンケートに関しましてきょう

はいろいろ質問の内容について、また取捨選択をしていただいたんですが、

よろしいでしょうか。 

 （「はい」の声あり） 

高橋委員長 では、事務局のほうは今の内容で修正できそうですか。 

田中児童青少年

係長 

はい、ありがとうございます。 

高橋委員長 わかりました。ありがとうございました。アンケートのほうは今、ご意

見いただいた内容を事務局でまた修正してもらうことになります。３月の

終わりに青少年問題協議会の本体の会議があります。その会議で最終案の

テーマについて報告をさせていただくことになります。報告をして承認を

得るということになりますが、その際、また最終的な構成ですとか、あと

本体の会議への説明ということがあるんですが、その部分につきましては

委員長のほうに一任をしていただくということでよろしいでしょうか。そ

の確認を最後にさせていただければと思うのですが、よろしいでしょうか。 

 （「はい」の声あり） 

高橋委員長 ありがとうございました。じゃあ委員長のほうで修正また説明等はさせ

ていただくようにいたします。協議のほうはこれで終わりたいと思います。

ありがとうございました。事務局、事務連絡はありますか。 

田中児童青少年

係長 

はい。本日の会議の内容を反映しました先ほどの修正版でございますけ

れども、３月初旬までには皆様のお手元に届くように郵送等をさせていた

だければと思ってございます。その上で３月２７日火曜日に開催される第

２回の本体会議のほうで専門委員長のほうから、本日までの会議内容とア

ンケート案についてご報告をいただくという形になります。 

なお、保護者向けと小学生向けの作成については本体会議のほうで、ど

こまでご説明をするか、というところも合わせて、専門委員長へご一任い

ただいた範囲内でご相談させていただき処理する、ということだけ、事務

局としては確認をさせていただければと思うのですけれども、その点はよ
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ろしいでしょうか。 

高橋委員長 よろしいですか。 

 （「はい」の声あり） 

田中児童青少年

係長 

ありがとうございます。事務局からは以上でございます。 

高橋委員長 では今の件、皆さんにご確認いただいたということで、ありがとうござ

いました。それから、リーフレットができた後の話なんですが、配布をす

ることになります。その配布先についてなんですが、例年は学校と小・中

学校、町会、自治会、健全育成等に配布をしていると思うんですが、それ

以外に配布をしたほうがいいなと思うようなところがありますでしょう

か。数に限りがありますので、もしこの場でここにも配布をしたほうがい

いというようなところがあれば、参考配布だけでもできないか、事務局に

検討してもらおうかと思っております。 

よろしいですか。わかりました。それでは第３回の専門委員会をこれに

て終わります。ありがとうございました。 

 


